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　歯内療法の過程において重要とされているのは、根
管の機械的拡大形成および洗浄であることは周知の事
実である１，２）。
　この根管の機械的拡大形成は手用ステンレススチー
ル製ファイルで主に行われて現在でも広く臨床で使
用されている。一方1988年にWaliaが矯正用Ti-Ni
アーチワイヤーから試作したニッケルチタン（Ni-Ti）
ファイル３）は、この30年の間にさまざまな研究開発
がすすみ普及が進んでおり、米国の歯内療法専門医で
は98% ４）、一般歯科医師においても74%が使用して
いる５）。我が国においても29ある歯学部のうち半数
以上で学生への指導が行われるようになっており、時
代とともに普及が進んできており、専門医が使う特殊
な器具ではなくなってきた。
　Ni-Tiファイルは金属学的には１つの合金の中に超
弾性特性と形状記憶特性ということなる２つの特性を
持ち合わせる非常にユニークな合金である。この２つ
の特性はマルテンサイト相とオーステナイト相と呼ば
れる金属の結晶構造の違いに依存する。それらの相が
行ったり来たりすることを相変態挙動と呼び、この相
変態挙動の違いがNi-Tiファイルの特徴に非常に大き
く関与している。開発当初はオーステナイト相優位の
ファイルが市場を独占していた。これまでのステンレ
ススチール製ファイルは、降伏点以上の荷重を与える
と歪が残り永久変形を起こし元の形に戻ることはない
のに対し、Ni-Tiファイルは除荷するとオーステナイト
相優位のファイルの場合にはスプリングバックと呼ば
れる超弾性により元の形状に戻り、またマルテンサイ
ト相優位のファイルの場合には見かけ上の永久変形を
起こすこともあるが、熱などを加えることによってま
た元の形状に戻る。このマルテンサイト相優位のファ
イルは熱処理加工の条件などでそのファイルの柔軟性
などの金属学的特性に大きく影響を与えることが、さ
まざまな研究で分かり６，７）、現在ではマルテンサイ
ト相優位のファイルが多くのメーカーから発売されて
いる。金属学的特徴は一般臨床医によっては理解する
のが非常に難しいが、簡単に言えば従来の銀色を呈し
ているファイルはオーステナイト相優位、ゴールドや
ブルーといった色がついているファイルはマルテンサ
イト相優位のファイルを思って頂いて大丈夫である。
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またこれらのファイルには長所短所があり、色付きの
マルテンサイト相優位のファイルに関して言えば、柔
軟性や破折抵抗性は向上したが切削効率に関して言え
ばオーステナイト相優位のファイルに劣る部分が存在
する。
　各メーカーからさまざまなファイルシステムが発売
されているが、重要になるのは生物学的に許容される
根管形成のコンセプトである。開発当初のNi-Tiファ
イルはまだまだ柔軟性に乏しくまたファイル破折のリ
スクを考えると手用ファイルでの根管形成のゲイツグ
リッテンドリルなどを用いた根管上部の形成と同じよ
うにオリフィスシェーパーとよばれる上部拡大用ファ
イルで形成していた。現在でも根管の湾曲が著しく
ファイル破折のリスクが高いと考えられる場合には上
部形成を十分に行う場合もあるが、歯根破折に関係す
るとされるPeri-Cervical	Dentineの積極的な保存が歯
根破折のリスクを軽減させるという考えからMinimal	
Inversive	 Endodonticsという低侵襲の歯内療法をい
うコンセプトが主流になりつつある現代では、根管上
部の象牙質を極力保存する傾向にある。これもNi-Ti
ファイルの金属学的な性能が向上したことによって根
管上部の象牙質を保存できるようになったわけである
が、いくら金属学的に性能が向上したとしても、それ
はファイルが絶対に破折しないというわけではないと
いうことを理解しておく必要がある。柔軟性に優れて

いるファイルであってもファイルが無理な使用をする
と破折するということを忘れてはならない。
　さまざまなファイルシステムがあるが、どのシステ
ムも臨床での使用前には抜去歯などでの練習、ファイ
ルの特性を理解した上で使用すべきである。
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